
新学習指導要領における 

学習評価の在り方 

１ 単元における学習評価の進め方 
  単元における観点別学習状況の評価を実施するに当たり、以下のように進めることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国語科における学習評価の進め方 

 

 

 

 

 

 

３「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準の作成方法 
  国語科においては、「内容のまとまりごとの評価規準」が単元の評価規準となることを踏まえて、単元で育成

を目指す資質・能力と言語活動に応じて、下記の①～④の内容を全て含めて作成する。 

 

 

 

 

【例】中学校学習指導要領 第２学年〔思考力、判断力、表現力等〕  

「Ｃ読むこと （１）イ」（言語活動例：Ｃ（２）イ） 

単元における言語活動：「走れメロス」を読み、登場人物の言動の意味について考えたことを語り合う。 

 

 

 

 

   

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

中学校国語 

Ｐｏｉｎｔ！ 

 

単元の評価規準を作成する

際には「～しようとしている。」

という文末を用いる。①～④

の組合せを工夫する。 

① 粘り強さ（例：積極的に、進んで、粘り強く） 
② 自らの学習の調整（例：学習の見通しをもって、学習課題に沿って） 
③ 他の２観点〔知識・技能〕〔思考・判断・表現〕において重点とする内容 
④ 当該単元の具体的な言語活動 

 
（Ｃ）と判断する状況にある生徒に

対して「手立て」を想定しておく。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

Step１ 単元で取り上げる指導事項の確認 
Step２ 単元の目標と言語活動の設定 
Step３ 単元の評価規準の設定 
Step４ 単元の指導と評価の計画の決定 
Step５ 評価の実際と手立ての想定 

 

国語科の評価は５つの Step で！ Ｐｏｉｎｔ！ 

 
１の評価の進め方、１～３の
段階において、５つの Step
で考えていくんだよ。 

・1、２については、学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解 
説、生徒の実態、前単元までの学習状況等を踏まえる。 

 
・３については、１、２を踏まえ、評価場面や評価方法等を計画する。 
・どのような評価資料を基に、「おおむね満足できる」状況（B）と評 

価するかを考えたり、「努力を要する」状況（C）への手立て等を考 
えたりする。 

 
・３に沿って観点別学習状況の評価を行い、生徒の学習改善や教 
師の指導改善につなげる。 

 
・４については、集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、 
観点ごとの総括的評価（Ａ、Ｂ、C）を行う。 

評
価

進

方 

【主体的に学習に取り組む態度の評価規準】 

積極的に（①）登場人物の言動の意味などについて考え（③）、学習課題に沿って（②） 

考えたことを語り合おうとしている（④）。 

【評価方法】 

意見交流をしている 

様子等の観察 

【本時における「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の生徒の姿】 

登場人物同士の言動の関係が、話の展開とどのように関わっているかを語り合ったり、
気付いた内容をノートにメモしたりしようとしている。 

単元の学習課題や学習
の見通しについて再度
確認するよう指導する。 

 

「努力を要する」
状況（C）と判断
される生徒への手
立てが大事になる
んだね。 例えば・・・ 

○ 登場人物の言動の関係を考えようと、自分と同じ関係を選んだ者
を探して語り合おうとする姿  

○ 文章にまとめるために、他の生徒と語り合う中で気が付いたこと
をノートに記述している姿 

（Ｃ）の生徒の姿 
○ 対話を一度しようとした

だけで、他の生徒の考え
を参考にしようとする姿
が見られない。  

（Ａ）の生徒の姿 
○ これまで学習した他の作品の

ことを話したり、異なる考えをも
つ友達を数名集めてグループ
で対話をしようとしたりする姿
が見られる。 

 
具体的な生徒の
姿を設定しておく
ことが大切だね。 

単元の目標は「内容のまとまり」

ごとに設定し、［学びに向かう人

間性等］は、当該学年の学年の

目標から設定する。 

評価の観点は「主体的に学習に

取り組む態度」となる。 



４ 単元の指導計画及び評価の具体的な場面（一部） 

  ３の評価規準に基づき、「主体的に学習に取り組む態度」の評価場面や評価方法が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主体的に学習に

取り組む態度」の

評価をどの段階

で行うのかを指導

計画作成の際に

決定しておく。 

Ｐｏｉｎｔ！ 

 
授業中の発言やノート
の記述内容など、多様
な評価方法で見取る
ことが大切になるね。 

【評価方法】 

意見交流をしている様子等 

の観察メモ 

各時間の具体的な学習活動

を構想し、単元のどの段階で、

どの評価規準〔知識・技能/思

考・判断・表現/主体的に学習

に取り組む態度〕に基づいて

評価するのかを決定する。 

 

記録の総括の時期としては、単元末、学期末、学年末等の節目が考えられるよ。評価に
係る記録が複数ある場合は、次のような方法があるから参考にしてね。 

〇 評価結果のＡ、B、C を数値に置き換えて総括する場合 
〇 評価結果のＡ、B、C の数を基に総括する場合 

その他にも、さまざまな方法が考えられるよ。 
いずれにしても、評定への総括の考え方や方法は、教師間で共通理解を図り、児童及び

保護者に十分説明し理解を得ることが大切だね。 


